
産業振興計画に関する市町村及び住民との意見交換の概要 
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<水産> 
○養殖業の加工で、１次加工して出荷できないかというニーズがあったため、現在、

加工体制について検討している。 

◆活発に産業振興計画を推進しているようには感じるが、地域 APによって暮らしが良

くなった、人が増えたというような認識はあまりない。 

新たな施策への提案・要望 
<林業> 

○原木の輸出については、桧は韓国、杉は上海を狙っている。市の産振計画にも載っ

ておらず、新たな展開となる。 

<移住> 

◆空き家改修のニーズはあるが市予算の関係で対応しきれていない。県の補助率をか

さ上げしていただければ、もっと実績が上がる。 

<その他> 

◆自己資金の少ない個人の方でも地域振興に繋がる場合などは支援してもらえるな

ど、少しハードルを下げた補助制度があればよい。 
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<水産> 

○久礼に上がった魚をスラリーアイスに入れた商品（「上々」）を売っていきたい。加

工場を通年で稼働させるため、OEM生産もやっていきたい。 

新たな施策への提案・要望 
<林業> 

○木材の販路は大変厳しいものがあるため、高知県が誇るヒノキを韓国等に輸出する

ことを考えてほしい。 

<移住> 

○移住者はもちろんのこと、既に居住している住民を県外（町外）へ流出させないた

めの定住施策の強化も考えてほしい。 
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<中山間> 

◆集落活動センターの設置によって、中山間・過疎地が元気を取り戻しつつある。 

<人材> 

○教育は徹底的にやらないといけない。最後は人。 

新たな施策への提案・要望 
<農業> 

○高知市にある広域食肉センターが老朽化し、建て替えが必要な状態である。梼原町

としても必要な施設であり、県にも財政的支援を含めて一緒に考えてほしい。 

<林業> 

◆３人くらいの小規模林業グループを各地区に創り、林業機械等への補助をしてほし

い。 
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<外商> 

◆地域食材を使った地産地消、外商によるモノと情報の発信があり、「地域が元気にな

り始めた」と感じる。 

<人材> 

○一次産業、地域のリーダー、子供の教育を含めた人材育成にどう取り組んでいくか

が重要。 

<その他> 

○奥四万十博をきっかけに、広域の戦略を作って行かないと大きなものにはならない。 

新たな施策への提案・要望 
<農業> 

◆小規模でも現在農業を続けている者への支援（換金性の高い園芸作物導入支援）や、

転作時のハウス転用にかかる支援（継続、既存に対しても）。 

<観光> 

○天狗高原を産業として持っていくには、津野町だけでは難しいため、梼原町、愛媛

県を含めた広域の取り組みができればいい。県の協力をいただきたい。 

県立自然公園であり、県と協働でアピールしていきたい。 

<外商> 

◆物流の拠点となる倉庫兼販売所への助成をお願いしたい。 

◆県外で販売する場所を作ることに対する補助金を検討していただきたい。 

<移住> 

◆Ｕターン希望者に移住を促す総合的な支援がないか。 
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<農業> 

○次世代園芸施設団地は、多くの雇用を生むことができるが、多くはパートである。

質のいい雇用を創出していく必要がある。 

<観光> 

○ホビー館は、県の観光振興にはつながっているが、町や地域住民への波及効果につ

なげる取り組みが十分に見出せない状況であり、何らかの施策が必要。 

<外商> 

○あぐり窪川の事業を大きくしていきたい。それには経営、企画できる人が必要。 

<その他> 

○若い人に残ってもらうために、町内の人を町が雇う、地域おこし協力隊の地域内版

を町単でもやりたい。 

新たな施策への提案・要望 
<農業・林業> 

○田舎では、農繁期は農業で米を作り、農閑期は林業をやる、という形で生計を立て

ている方が一般的なので、兼業者に対する支援策があればよい。 

<林業> 

○Ａ材がどんどん売れていかないといけない。優良材の販路開拓に力を入れていただ

きたい。 

 


